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足
元
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

阪
神･

淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
が
経
ち
、

被
災
各
地
に
は
、
鎮
魂
の
祈
り
や
励
ま
し

の
想
い
を
こ
め
た
慰
霊
碑
・
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
数
多
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

元
町
商
店
街
の
歩
道
に
は
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
焼

き
付
け
た
レ
ン
ガ
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
震
災
で
壊
れ
た
道
路
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

入
り
の
レ
ン
ガ
で
修
理
し
よ
う
、
と
一
九

九
五
年
に
神
戸
市
内
の
青
少
年
団
体
が
始

め
た
「
神
戸
レ
ン
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

全
国
に
寄
付
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。 

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
村
山
実
さ
ん
、

元
衆
議
院
議
員
の
土
井
た
か
子
さ
ん
、
映

画
評
論
家
の
淀
川
長
治
さ
ん
ら
、
今
は
亡

き
神
戸
ゆ
か
り
の
著
名
人
も
参
加
し
て
い

ま
す
。 

 

約
九
千
個
の
う
ち
人
通
り
の
多
い
場
所

に
設
置
さ
れ
た
レ
ン
ガ
は
、
損
傷
の
た
め

や
む
な
く
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

何
と
か
レ
ン
ガ
を
残
し
た
い
と
い
う
住
民･

商
店
主
の
要
望
で
、
二
〇
〇
三
年
に
強
度

の
強
い
レ
ン
ガ
に
焼
き
直
し
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
震
災
に
関
わ
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
紹
介
し
た
『
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

め
ぐ
り
』
『
思
い
刻
ん
で
』
『
震
災
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
マ
ッ
プ
』
な
ど
の
図
書
は
、

中
央
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

ＫＯＢＥの本棚 
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－新しく入った本－ 

春
よ
め
ぐ
れ
―
安
水
稔
和
詩
集
（
編
集
工

房
ノ
ア
） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
か
ら
現
在

ま
で
に
書
き
続
け
た
詩
集
の
中
か
ら
震

災
に
関
す
る
百
三
十
編
を
択
び
ま
と
め

て
い
る
。
「
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
記

憶
の
た
め
に
、
生
き
残
っ
た
私
た
ち
の

記
憶
の
た
め
に
、
死
者
と
と
も
に
わ
た

し
た
ち
生
者
が
と
も
に
よ
く
生
き
る
た

め
に
」
と
い
う
著
者
の
思
い
が
、
届
け

ら
れ
る
。 

 

笑
顔
の
老
い
を
支
え
合
う 

西
橋
正
泰

（
新
日
本
出
版
社
） 

長
田
区
の
駒
ヶ
林
町
に
「
駒
ど
り
の

家
」
と
い
う
宅
老
所
が
あ
る
。
一
九
九

〇
年
か
ら
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
昼

食
会
を
行
っ
て
き
た
。
震
災
時
も
す
ぐ

に
再
開
し
、
高
齢
者
の
心
身
の
拠
り
所

と
な
っ
た
。
著
者
は
こ
こ
に
定
期
的
に

通
い
、
お
年
寄
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一

人
一
人
か
ら
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
聞
き
、

雑
誌
『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
に
連
載
し
た
。

水
害
、
空
襲
、
震
災
を
経
験
し
乗
り
越

え
て
き
た
人
々
の
言
葉
が
心
に
響
く
。

彼
ら
は
「
駒
ど
り
の
家
」
に
集
い
語
り

合
う
こ
と
を
何
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
そ
こ
に
は
誰
が
利
用
者
で
誰
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
な

ん
と
も
温
か
い
雰
囲
気
が
漂
う
。 

       

３
１
１
情
報
学-

メ
デ
ィ
ア
は
何
を
ど
う
伝

え
た
か 

高
野
明
彦 

吉
見
俊
哉 

三
浦

伸
也
（
岩
波
書
店
） 

 

東
日
本
大
震
災
の
際
は
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
が
被
害
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
大
量
に
報
道
し
た
。
ま
た
個
人
レ

ベ
ル
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信

が
な
さ
れ
た
。 

 
 

本
書
で
は
ニ
ュ
ー
ス
報
道
を
デ
ー
タ

分
析
し
、
報
道
が
集
中
し
た
エ
リ
ア
や
、

そ
う
で
な
い
エ
リ
ア
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
報
道
や

各
種
情
報
を
ど
う
後
世
に
残
し
て
い
け

ば
い
い
の
か
も
模
索
す
る
。 

        

復
興<

災
害>

―
阪
神･

淡
路
大
震
災
と
東

日
本
大
震
災 

塩
崎
賢
明
（
岩
波
書
店
） 

家
を
再
建
し
生
活
を
取
り
戻
す
「
復

興
」
ま
で
に
起
こ
る
災
害
後
の
被
害
を

「
復
興
災
害
」
と
呼
ぶ
。
本
書
で
は
、

三
部
構
成
で
こ
の
復
興
災
害
に
つ
い
て

検
証
・
提
言
を
行
っ
て
い
る
。 

第
１
部
は
孤
独
死
と
新
長
田
駅
南
地

区
再
開
発
な
ど
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
二
十
年
後
の
状
況
を
、
第
２
部
で
は

東
日
本
大
震
災
で
の
住
宅
復
興
と
復
興

予
算
に
よ
る
復
興
災
害
の
現
状
を
紹
介

し
て
い
る
。
第
３
部
で
は
、
今
後
予
想

さ
れ
る
巨
大
災
害
に
向
け
て
復
興
災
害

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
備
え
と
は
何

か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

震
災
脚
本
家
菱
田
シ
ン
ヤ 

菱
田
シ
ン
ヤ

（
エ
ピ
ッ
ク
） 

 
 

著
者
は
神
戸
出
身
の
劇
作
家
・
脚
本

家
で
、
「
劇
団

N
IW

A
T

O
R

I

」
を
経

て
現
在
は
「
神
戸
の
劇
団

v
in

ta
g
e

」

を
主
宰
し
て
い
る
。 

平
成
六
年
に
神
戸
で
劇
団
の
旗
揚
げ

公
演
を
行
う
が
、
そ
の
直
後
に
震
災
に

遭
う
。
劇
場
も
稽
古
場
も
観
客
も
な
い

ま
ま
脚
本
を
書
い
た
日
々
。 

震
災
か
ら
二
〇
年
。
幾
多
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
著
者
の
目
を
通
し
て

振
り
返
る
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。 

 

    

 

大
災
害
と
在
日
コ
リ
ア
ン
―
兵
庫
に
お
け

る
惨
禍
の
な
か
の
共
助
と
共
生 

高
祐
二

（
明
石
書
店
） 

 

書
名
か
ら
思
い
浮
か
ぶ
の
は
関
東
大

震
災
後
の
虐
殺
事
件
で
あ
ろ
う
。
在
日

三
世
の
著
者
も
二
十
年
前
、
瓦
礫
に
埋

も
れ
な
が
ら
こ
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

恐
怖
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
例
外
は

あ
る
も
の
の
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
、

日
本
人
と
在
日
外
国
人
は
同
じ
被
災
者

と
し
て
共
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
た
。 

著
者
は
地
震
・
台
風
・
豪
雨
な
ど
の

災
害
時
に
在
日
が
日
本
人
に
ど
う
扱
わ

れ
、
ま
た
ど
う
行
動
し
た
か
、
新
聞
や

災
害
記
録
の
記
事
を
丹
念
に
拾
い
上
げ

る
。
多
民
族
が
暮
ら
す
現
代
日
本
、
共

生
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
、

解
答
へ
の
ヒ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

      

え
ら 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200166829&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200420196&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200161684&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200397810&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200119857&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200273582&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200166204&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200418461&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200166336&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200417057&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200166059&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200414310&type=CtlgBook
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減
災
の
知
恵
―
阪
神
か
ら
東
日
本
へ 

金

芳
外
城
雄
（
晃
洋
書
房
） 

神
戸
学
院
大
学
教
授
で
あ
る
著
者
は
、

元
神
戸
市
職
員
。
本
書
は
、
東
日
本
大

震
災
が
起
き
た
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ

の
目
的
は
阪
神
大
震
災
の
復
旧
・
復
興

過
程
で
学
ん
だ
こ
と
を
若
者
た
ち
に
生

き
る
知
恵
と
し
て
伝
え
て
い
く
と
と
も

に
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
で
あ
る
。 

「
公
の
限
界
」「
守
る
べ
き
こ
と
は
」

「
い
ざ
そ
の
と
き
」
ほ
か
全
十
三
章
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
章
に
は
「
行
動

四
原
則
」「
う
つ
対
策
」「
原
発
事
故
対

応
」
「
避
難
高
齢
者
」
と
い
っ
た
見
出

し
が
並
び
、
震
災
当
時
の
状
況
、
課
題
、

提
言
が
詰
ま
っ
て
い
る
。 

震
災
か
ら
二
十
年
が
経
つ
今
、
気
に

な
る
項
目
の
頁
を
開
き
「
減
災
」
に
つ

い
て
再
検
証
し
て
み
て
は
如
何
だ
ろ
う
。 

          

小
さ
な
声
を
つ
な
ぐ
ー
災
厄
の
現
場
か
ら 

震
災
・
ま
ち
の
ア
ー
カ
イ
ブ
編
刊 

 
 

「
震
災
・
ま
ち
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」
は

資
料
の
収
集
・
保
存
活
動
に
お
い
て
、

被
災
者
た
ち
の
記
憶
の
集
積
と
伝
承
が

重
要
と
考
え
活
動
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
。

本
書
は
東
日
本
大
震
災
の
地
で
「
歴
史

実
践
と
し
て
の
陸
前
高
田
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
主
宰
す
る
川
内
氏
を
迎
え
て
の

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
記
録
で
あ
る
。 

大
災
害
の
出
来
事
の
中
で
は
埋
も
れ

て
し
ま
い
が
ち
な
日
常
の
記
録
や
記
億

を
、
丁
寧
に
掬
い
上
げ
る
こ
と
に
意
味

を
見
出
す
視
点
が
新
し
い
。 

 

み
ら
い
へ
つ
な
ぐ
―Kobe

き
ず
な
・
い
の

ち
・
お
も
い
― 
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
20
年 

神
戸
市
教
育
委
員
会 

震
災
二
十
年
の
節
目
に
発
行
さ
れ
た

学
習
テ
キ
ス
ト
。
震
災
を
経
験
し
て
い

な
い
神
戸
市
内
の
小
・
中
学
生
に
、
防

災
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に

作
成
さ
れ
た
。
地
震
発
生
に
始
ま
り
、

人
命
救
助
の
状
況
や
様
々
な
支
援
、
復

興
の
様
子
な
ど
、
写
真
を
多
く
掲
載
し
、

当
時
の
状
況
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
神
戸
ゆ
か
り
の
著
名
人

か
ら
、
小
・
中
学
生
へ
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
り
、
読
み
応
え
の
あ
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

私
の
た
た
か
い
―
語
り
継
ご
う
！
書
き
残

そ
う
！
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

（
交
友
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
友
月

書
房
） 

          

  

             

翔
べ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
2
阪
神･

淡
路
大
震

災
記
念
協
会
編
集
（
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念

21
世
紀
研
究
機
構
） 

古
地
図
が
語
る
大
災
害
―
絵
図
・
瓦
版
で

読
み
解
く
大
地
震
・
津
波
・
大
火
の
記
憶

本
渡
章
（
創
元
社
） 

神戸あんな人こんな人 その ３ 

黒田裕子さん 昭和 16 年(1941年) ～ 平成 26年(2014年) 

 

 

書館』 

 

 

黒田裕子さんは、阪神・淡路大震災以降、震災ボランティアとして被災者支

援に尽力し、災害看護のあり方を確立した人物です。宝塚市立病院副総婦長時

代に阪神・淡路大震災に遭ったことをきっかけに退職し、神戸の被災地でのボ

ランティア活動に身を投じました。西区の大規模仮設住宅で孤独死や震災関連

死を防ぐために戸別訪問や交流の場作りを行い、24時間体制で高齢者や障害者

を見守りました。被災者が復興住宅に移ってからも支援を続け、時には泊まり

込みで寄り添ったといいます。また、大災害が起こると国内外問わず被災地域

に赴き救護活動に奔走し、その一方、災害看護の分野で後進の育成にも力を注

ぎました。昨年9月、肝臓がんのため73歳で亡くなられました。 

 

に赴き救護活動に奔走し、その一方、災害看護の分野で

後進の育成にも力を注ぎました。多大な功績を残して、 

昨年9月、肝臓がんのため73歳で亡くなられましたが、

その活動が評価され、同12月、東遊園地内にある「慰霊

と復興のモニュメント」の特別枠に故貝原前兵庫県知事

とともに黒田さんの銘板が新たに加わりました。 

 

主な著書 『災害看護 : 人間の生命と生活を守る』 

共著（メディカ出版） 

 

2014年9月に肝臓がんのため73歳で亡くなられました。 

東遊園地にある「慰霊と復興のモニュメント」の特別枠

には、震災当時に兵庫県知事だった貝原俊民氏とともに

彼女の名が新たに加わりました。 

くろだ ひろこ 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200100946&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200217973&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200157873&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200394733&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200166162&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200418362&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200167444&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200417406&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7000160211&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200421052&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200166409&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200417586&type=CtlgBook


ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

 
 
 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ 

○79 
東
遊
園
地 

  

神
戸
市
役
所
の
南
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

の
西
が
東
遊
園
地
で
す
。
毎
年
一
月
一
七

日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
追
悼
行
事
会

場
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
十
二
月
の

「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
開
催
の
場
と
も
な

り
ま
す
。 

 

東
遊
園
地
は
、
居
留
地
の
東
に
あ
る
こ

と
が
そ
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま

す
。
「
遊
園
地
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
日
の
遊
戯
施
設
な
ど
の

あ
る
場
所
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
公
園
」

を
意
味
し
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に

か
け
て
、
西
洋
風
の
公
共
的
な
公
園
を
当

時
「
遊
園
」
「
遊
園
地
」
な
ど
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。 

慶
応
三
（
一
八
六
八
）
年
兵
庫
（
神
戸
）

が
開
港
。
翌
年
六
月
外
国
人
居
留
地
が
竣

工
し
、
永
代
借
地
の
競
売
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
現
在
残
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
土
木

技
師
Ｊ
・
Ｗ
・
ハ
ー
ト
の
居
留
地
設
計
図

を
見
る
と
、
居
留
地
の
東
に
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
西
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ガ
ー
デ
ン
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
居

留
地
に
住
み
始
め
た
外
国
人
た
ち
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
で
き
る
広
い
公
園
の
開
設
を

求
め
ま
す
が
、
公
園
が
設
置
さ
れ
る
の
は

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
八
月
の
こ
と
で

す
。
こ
の
時
、
日
本
側
と
各
国
公
使
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
議
定
書
に
は
、
「
居
留
地

内
に
あ
る
遊
園
地
は
、
内
外
人
公
園
地
と

称
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
公
園
は
無

償
で
貸
与
さ
れ
、
維
持
費
用
の
負
担
や
管

理
は
居
留
地
外
国
人
が
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
条
約
改
正

に
よ
り
居
留
地
が
返
還
さ
れ
る
と
、
公
園

は
神
戸
市
の
管
理
下
と
な
り
、
名
称
は

「
加
納
町
遊
園
地
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
九
月
、

そ
れ
ま
で
「
居
留
地
公
園
」
「
元
居
留
地

遊
園
地
」
「
東
遊
園
地
」
な
ど
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
神
戸
市
告
示
で
「
東

遊
園
地
」
が
正
式
な
名
称
に
な
り
ま
す
。 

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
防
空
演
習

や
軍
用
に
使
わ
れ
、
終
戦
後
は
進
駐
軍
に

接
収
さ
れ
ま
す
が
、
昭
和
三
二
（
一
九
五

七
）
年
、
公
園
の
北
に
神
戸
市
役
所
や
市

会
議
事
堂
な
ど
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
、
本
庁
舎
の
北
側
に
は
、
日
本
で

最
初
の
花
時
計
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
公
園
の
再
整
備
が
進
み
、
地
下
駐
車

場
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）

年
に
は
ほ
ぼ
現
在
の
か
た
ち
と
な
り
ま

し
た
。 

 

園
内
に
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
発
祥
地
の
碑

や
近
代
洋
服
発
祥
地
の
碑
、
震
災
関
係
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
シ
ム
の

顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。
シ
ム
は
居
留
地
で

シ
ム
商
会
を
設
立
し
、
ラ
ム
ネ
の
製
造
販

売
を
し
た
人
物
で
す
。
ま
た
、
優
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｈ
・
グ
ル

ー
ム
な
ど
と
と
も
に
神
戸
で
本
格
的
な

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
神
戸
レ
ガ
ッ
タ
・
ア

ン
ド
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
ム
は
六
甲
山
の
開

発
や
日
本
で
最
初
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を

創
設
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
す
。

シ
ム
の
碑
は
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
、

彼
の
経
歴
と
功
績
を
た
た
え
、
友
人
た
ち

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
碑
に
は

漢
文
で
、
「
シ
ム
は
公
平
誠
実
で
自
他
の

幸
福
を
思
い
、
各
地
の
災
害
を
耳
に
す
る

た
び
に
有
志
を
つ
の
り
、
義
捐
に
力
を
尽

く
し
た
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
例

と
し
て
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
岐

阜
県
西
部
を
震
源
と
す
る
濃
尾
地
震
や

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
の
三
陸
沖
地

震
に
よ
る
津
波
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
被
害
は
甚
大
で
し
た
。 

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
百
数
十
年

前
、
す
で
に
外
国
人
た
ち
が
日
本
人
の
た

め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
東
遊

園
地
が
今
、
震
災
の
慰
霊
と
追
悼
の
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
歴
史
の
巡

り
合
せ
の
不
思
議
さ
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

東
遊
園
地
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）

年
に
名
勝
地
関
係
の
国
の
登
録
文
化
財

（
登
録
記
念
物
）
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

で
も
っ
と
も
古
い
近
代
公
園
の
ひ
と
つ

で
、
区
画
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
登
録
の
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
文
化
財
制
度
は
、
国
土
開
発
や
都
市

計
画
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
社
会

的
評
価
を
受
け
る
こ
と
な
く
消
滅
の
危

機
に
あ
る
近
代
の
文
化
財
を
後
世
に
継

承
す
る
た
め
、
国
が
文
化
財
登
録
原
簿
に

登
録
す
る
も
の
で
す
。 

 

東
遊
園
地
が
開
園
し
て
約
一
四
〇
年
。

居
留
地
外
国
人
が
楽
し
ん
だ
ラ
グ
ビ
ー

や
テ
ニ
ス
、
野
球
な
ど
が
こ
こ
を
窓
口
に

広
ま
り
、
居
留
地
返
還
後
は
、
外
国
人
と

日
本
人
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
は

慰
霊
と
震
災
の
記
憶
を
伝
え
る
場
と
な

り
ま
す
。
東
遊
園
地
は
、
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
神
戸
の
歴
史
が

詰
ま
っ
た
空
間
で
も
あ
る
の
で
す
。 
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